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「日本人は不幸なのか？再び」 
	 増田真也（慶應義塾大学） 
 
京都橘大学の田中芳幸先生が，「日本人は不幸なのか？」というコ

ラムを vol.55 で書かれているのですが，このことに関連した筆者
の研究を紹介させていただきます。 
日本人は幸福ではないという報告は大抵，「とても不幸」を0，「と
ても幸福」を 10で尋ねたときの，7点以上の回答者の割合で示さ
れています。しかし回答分布を見るとどれも，7（もしくは8）点と
中間（5点）が突出しています。これを見ると，日本では幸福感が
中程度の人が多いため，高い人の割合が相対的に小さくなるという

ことになります。しかしながら，「この項目では 1を選んでくださ
い」といった特定の回答の指示をする項目を含めたところ，指示に

従わない（つまり項目文をきちんと読んでいないと思われる）回答

者で中間選択が多いことがわかりました。さらにその後の研究で，

自分が幸福かどうか考えたことが無いという人を除いたり，回答前

に「私は真面目に回答します」という文章にチェックしてもらって

も，同様の結果が得られました。つまり，「日本人は不幸」という調

査結果が得られる理由の一つは，回答意欲の低い人が中間を選ぶた

めで，そうした人を除くと，幸福感の高い人の割合は増えるのです

（Masuda et al., 2017)。実は，複数項目からなる心理尺度でも（と
いうよりだからこそ），同様の問題によって平均得点や因子構造が

変わるようです（増田他，2016；2017）。多くの研究で同じ結果が
得られても，それは正しいからではなく，同じ測り間違いを繰り返

しているだけなのかもしれない，という疑念と不安が私の中でます

ます強まっています。 
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